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 第一章では、種々の芳香族ユニットを挿入したスペーサー挿入型 CD 誘導体を簡便に合成し、芳香族ゲスト化合物
に対する包接能について検討した。その結果、挿入するスペーサーの種類ならびにその結合様式の違いが、芳香族ゲ
スト分子に対する包接能に顕著な影響を及ぼすことが明らかとなった。 
 第二章では、CD 環を構成するα-(1,4) 結合の一カ所をβ-(1,4) 結合に変換した結合変換型 CD 誘導体の合成と分
子認識能について述べる。結合様式を変えることによって、空孔の形が変化し、従来の CD 誘導体とは異なるゲスト
選択性を示すことを見出した。 
 第三章では、結合変換型 CD 誘導体を用いた高分子認識について述べる。近年、高分子と CD からなるロタキサン
はそのユニークな構造と特性のため、超分子化学分野で注目を集めている。しかし、ロタキサン形成のためにこれま
でに検討されている CD の種類はかなり限られている。そこで本研究では、結合変換型 CD 誘導体をホストに用いて、
種々の高分子に対する錯体形成能について検討した。その結果、ポリテトラヒドロフランやポリプロピレングリコー
ルに加えて、これまで不可能とされてきたポリアクリル酸とも擬ロタキサンを形成することがわかった。 
 第四章では、新規な刺激応答性 CD 誘導体の合成と刺激による包接能の制御について述べる。本研究では、ジスル
フィド結合を有するユニットを CD 環骨格に挿入することで、還元により S-S 結合が開裂して環が開き、一方生成し
たジチオールを酸化することにより元の S-S 結合が再び形成されて環が閉じる性質をもつ、新しい刺激応答性 CD 誘
導体の開発に成功した。さらにこのホスト分子の空孔内に包接したゲスト分子を還元剤添加により、放出させること
も可能であった。 
 総括では、以上の結果をまとめる。本研究では、CD の環骨格にスペーサーを挿入する、あるいは CD 環骨格の結
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合様式を変換するというこれまでほとんど検討されていなかった CD の環構造そのものを化学修飾するための簡便な
手法を確立するとともに、それにより得られる CD 誘導体が従来の CD 誘導体では発現できないユニークな包接能を
示すことを見出した。本手法を用いることで、ゲスト分子の構造に合わせて包接空間を自在に制御できるホスト分子
の開発が可能となり、ホスト－ゲスト化学ならびに超分子化学分野の発展に大きく貢献すると期待できる。 
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 以上、本論文では、これまでほとんど検討されていなかった CD の環構造そのものを化学修飾するための簡便な手
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